



























































































































図ＬＯＨ分子のモースポテンシャル 0６ ２ ４ ６ ８ 1０
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図2.上：レーザーパルスの包絡線下：分布Iﾉ)１１Ⅶ'１迩化
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図3．プロトンの運動を記述する二重極
小ポテンシャル 図4.上:レーザーパルスの包絡線下：分１１i(/)l11ilHl矧上
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学位論文審査結果の要旨
口頭発表による予備審査会，並びに提出された学位論文及び参考資料の内容を各審査員が個別に検討した。
また，平成１３年２月１日には公開審査会を開催し，その後の最終審査会において協議し，以下の結論に達し
た。
本論文は，レーザー光を用いる化学反応の制御に向け，外場による分子状態間のコヒーレンスを利用する
量子制御に関する理論的研究である。本研究では，実験面での有用性の観点から誘導ラマン断熱通過
(STIRAP)法に着目しこの方法における状態遷移機構の解明及び分子系での特定状態への選択的励起やプ
ロトントンネリングの制御に関するシミュレーションからSTIRAP法の有効性を明らかにした。更に，密度
汎関数に基づく状態遷移理論も展開している。
本論文で得られた研究成果は以下のように要約される。
(1)ヒュッケル法に基づく描画的な手法によりSTIRAP法の非直感的な状態遷移機構を解明し，更に多準位系
における状態遷移の制御に関する一般的指針を与えた。
(2)二原子分子(OH)における基底分子状態から励起電子状態の特定の振動準位へ，高効率かつ選択的に状態遷
移を誘起するレーザーパルス系列を設計した。
(3)２つの互変異性体を持つ分子内水素結合系(置換マロンアルデヒド）において，安定異`性体から中間状態を
経由しないで他方へ直接遷移するプロトントンネリングを実現するレーザーパルス系列を設計し，水素結
合に関与するプロトンの移動を制御した。
本研究では，STIRAP法は化学反応制御に対する有効な手段となり得る事を明らかにしたが，更に将来に
おける光分子デバイスの設計に関する新たな知見と可能性を持たらすものである。
以上の内容から，本論文は博士(理学)に値するものと判定した。
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